
○
真
摯
な
討
論
を

大
会
は
橋
本
副
委
員
長
の
司
会
で

開
催
し
、
挨
拶
で
は
「
こ
の
一
年
間
の

闘
い
を
し
っ
か
り
と
総
括
し
、
あ
ら
ゆ

る
闘
い
に
立
ち
向
か
う
方
針
を
確
立

す
る
た
め
に
、
職
場
の
諸
課
題
と
合
わ

せ
て
真
摯
で
活
発
な
討
論
を
お
願
い
し

た
い
。
」
と
述
べ
た
。
手
続
き
に
入
り
、

資
格
審
査
委
員
会
か
ら
代
議
員
３
６

名
中
３
５
名
の
出
席
を
確
認
し
大
会

の
成
立
を
宣
言
。

議
長
団
に
及
川

（
仙
総
）
宍
戸
（
宮
城
）
各
代
議
員
を

選
出
し
た
。

○
委
員
長
の
挨
拶

太
田
博
二
委
員
長
の
挨
拶
は
、

①
格
差
社
会
問
題
の
解
消
に
向
け
て
②

不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
に
全
力
を

③
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
が
実
感
で

き
る
環
境
づ
く
り
と
組
織
拡
大
の
取
組

み
④
平
和
問
題
―
に
つ
い
て
発
言
し
決

意
を
述
べ
た
。

○
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

来
賓
挨
拶
は
政
党
、
友
誼
組
織
な
ど

多
く
の
方
々
（下
記
参
照
）か
ら
受
け
た
。

東
日
本
本
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
伊
藤
執
行
委
員
長
は
①
昨
年
の
一

括
和
解
に
つ
い
て
～
和
解
の
意
義
を
会

社
・組
合
に
周
知
徹
底
を
②
東
日
本
会

社
の
制
度
改
正
に
向
け
た
要
求
作
り
を

提
起
す
る
③
組
織
拡
大
に
向
け
た
取

組
み
の
強
化
④
不
採
用
問
題
～
全
国

大
会
で
運
動
の
展
望
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
１
１
・３
０
の
成
功
を
―
等
に
つ
い

て
述
べ
た
。
ま
た
各
地
方
本
部
等
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
菅
原
婦
人
部
長
か
ら
紹

介
さ
れ
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

○
執
行
経
過
を
承
認

議
事
に
入
り
、
大
会
延
期
承
認
を
得

た
後
、
締
結
し
た
協
定
を
大
沼
書
記
長

が
提
案
。
２
０
０
６
年
度
決
算
報
告
を

永
山
執
行
委
員
が
行
っ
た
後
、
秋
山
会

計
監
査
員
よ
り
会
計
監
査
報
告
を
受

け
、
会
館
事
業
報
告
と
予
算
の
報
告
を

中
島
副
委
員
長
が
提
案
。
活
動
報
告

と
２
０
０
７
年
度
運
動
方
針
（案
）を
書

記
長
が
一
括
提
案
し
た
。
協
定
・決
算
・

会
館
・経
過
に
対
す
る
質
疑
に
は
江
刺

家
代
議
員
外
３
名
が
発
言
し
、
執
行
部

か
ら
の
答
弁
後
に
協
定
・決
算
・経
過
に

つ
い
て
の
承
認
を
得
た
後
、
２
０
０
７
年

度
予
算
（案
）が
提
案
さ
れ
た
。
（各
代

議
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
発
言
集
を
作

成
し
周
知
を
図
る
。
運
動
方
針
に
対
す

る
質
疑
も
同
様
）

○
優
良
機
関
紙
表
彰

昨
年
に
引
き
続
き
仙
台
工
事
区
分

会
の
機
関
紙
「ろ
ば
た
」が
地
方
本
部
規

定
３
０
号
を
超
え
る
５
２
号
を
発
行
し

た
ほ
か
、
今
年
は
仙
総
支
部
の
「団
結
」
、

同
支
部
の
組
立
分
会
「ガ
ン
バ
組
立
」、

郡
工
支
部
の
「郡
工
情
報
」の
４
組
織
が

優
良
機
関
紙
表
彰
を
受
賞
し
た
。

２
日
目

○
運
動
方
針
を
拍
手
で
採
択

大
会
２
日
目
は
執
行
部
か
ら
規
約
改

正
の
提
案
（執
行
委
員
４
名
か
ら
５
名
へ

増
員
）を
受
け
、
全
代
議
員
か
ら
承
認

を
受
け
た
後
、
方
針
及
び
予
算
質
疑
を

再
開
し
、
一
般
討
論
２
５
名
、
前
日
の

経
過
討
論
と
合
わ
せ
て
２
９
名
が
発
言

し
た
。

代
議
員
の
質
疑
に
対
す
る
各
専
門
部

か
ら
の
答
弁
を
受
け
た
後
、
２
日
間
の

発
言
を
受
け
て
、
大
沼
書
記
長
が
行
っ

た
集
約
に
対
し
代
議
員
か
ら
の
異
議
は

出
さ
れ
ず
、
２
０
０
７
年
度
運
動
方
針

（案
）並
び
に
２
０
０
７
年
度
予
算
（案
）

が
採
択
さ
れ
た
。

○
ス
ト
権
を
確
立
し

新
執
行
部
を
選
出

続
い
て
出
席
代
議
員
３
６
名
中
、
３
６

名
を
確
認
し
て
ス
ト
権
１
票
投
票
が
行

わ
れ
、
賛
成
３
６
名
で
確
立
さ
れ
た
。

役
員
改
選
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
執
行
部
、
地
本
会

計
監
査
、
地
方
委
員
全
て
定
数
通
り
の

立
候
補
で
無
投
票
当
選
を
確
認
。
最
後

に
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
中
島
副
委
員

長
は
議
事
進
行
を
滞
り
な
く
進
め
た
両

議
長
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
た
後
「今

大
会
の
発
言
に
学
び
、
明
日
か
ら
職
場

で
奮
闘
し
よ
う
」と
述
べ
、
橋
本
新
委
員

長
の
「団
結
が
ん
ば
ろ
う
」三
唱
で
大
会

を
締
め
括
っ
た
。
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総
団
結
で
闘
う
方
針
を
確
立

国
労
仙
台
第
六
二
回
定
期
地
方
大
会
が
９
月
29
・30
日
、
仙
台
市

内
茂
庭
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決

を
は
じ
め
と
し
て
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
拡
大
、

昇
進
差
別
和
解
問
題
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ

れ
、
運
動
方
針
な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

挨拶する太田委員長

来
賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党
・
本
多
祐
一
郎

☆
日
本
共
産
党
・
横
田

有
史

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

・
及
川

光
行

☆
宮
城
県
交
運
労
協

・
斉
藤

貞
雄

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

・
伊
藤

恵
一

☆
全
交
運
共
済
生
協

・
長
田

節
子

☆
退
職
者
の
会
・
国
井

豊
重

☆
国
労
議
員
団
・
佐
藤

幸
夫

・
石
川

建
治

・
松
崎

新

・
我
妻

徳
雄

・
高
橋

光
治

・
円
谷

寛

☆
国
労
東
日
本
本
部

・
伊
藤

秀
樹

表彰を受ける仙総支部江刺家副委員長

新
執
行
部

執
行
委
員
長

橋
本

昭
二
（
新
）
仙
総

執
行
副
委
員
長

中
島

利
彦
（
再
）
宮
城

後
藤

秀
一
（
新
）
宮
城

書
記
長大

沼

元
（
再
）
宮
城

執
行
委
員

五
十
嵐

敬
（
再
）
福
島

佐
藤

勝
（
再
）
宮
城

武
田

昌
仙
（
再
）
宮
城

歌
川

弘
（
新
）
福
島

曽
我

浩
之
（
新
）
宮
城

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
敬
称
略
）

★
新
潟
地
本

守
橋

久
仁
雄

★
千
葉
地
本

土
井

章

★
東
京
地
本

石
上

浩
一

★
髙
﨑
地
本

横
塚

正
雄

★
水
戸
地
本

高
松

義
雄

★
盛
岡
地
本

高
橋

伸
二

★
秋
田
地
本

瀬
下

一
司

★
長
野
地
本

平
山

芳
夫

★
国
労
東
北
協
議
会



５
月
、
６
月
行
動
に
続
く
第
３

弾
の
４
者
４
団
体
の
９
月
行
動
が

９
月
１
８
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
日
１
０
時
３
０
分
か
ら
の
国

交
省
正
門
前
座
り
込
み
に
は
、
全

国
か
ら
約
３
０
０
名
が
結
集
、
仙

台
地
本
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
高
橋
中
央
執
行

委
員
長
は
「
５
月
・
６
月
行
動
に

引
き
続
く
大
衆
行
動
。
臨
時
国
会

は
安
倍
首
相
の
突
然
の
辞
任
で
空

転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の

行
動
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
相
手
の
動
き
を
見
据
え
、

戦
術
を
立
て
解
決
を
実
現
さ
せ
た

い
。
「
４
者
４
団
体
」
が
悔
い
の

な
い
闘
い
で
支
え
、
当
事
者
の
納

得
す
る
解
決
を
目
指
す
。
」
述
べ

た
。

ま
た
、
国
鉄
闘
争
共
闘
会

議
の
二
瓶
議
長
は
「
２
０
年
経
過

し
、
最
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
。

政
治
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
全
力
で

闘
う
。
国
家
的
不
当
労
働
行
為
で

あ
り
、
生
半
可
な
こ
と
で
は
解
決

で
き
な
い
。
闘
い
の
質
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
域
集
会
で
盛
上
げ
、

１
１
・
３
０
全
国
集
会
を
大
成
功

さ
せ
た
い
。
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

午
後
か
ら
は
、
永
田
町
の
星
陵

会
館
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
の
解
決
を
！
９
・
１
８
緊
急
国

会
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
衆
参
両

院
か
ら
６
名
の
国
会
議
員
が
駆
け

つ
け
た
。

民
主
党
の
郡
司
参
議
院
議
員
か

ら
は
「
『
４
者
４
団
体
』
か
ら
政

治
解
決
を
図
り
た
い
と
の
申
し
出

を
受
け
、
何
が
出
来
る
か
、
与
党

へ
の
働
き
か
け
を
ど
う
す
る
か
を

模
索
し
た
」
ま
た
、
「
相
手
か
ら

は
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
か
、
裁

判
は
ど
う
す
る
の
か
、
等
の
懸
念

も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
・

九
州
の
議
員
と
連
携
し
、
皆
さ
ん

の
思
い
が
実
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
」

と
の
報
告
を
受
け
た
。

集
会
後
は
、
国
土
交
通
省
前
に

戻
り
、
引
き
続
き
座
込
み
行
動
を

展
開
。
各
地
域
の
取
組
み
状
況
報

告
で
は
、
福
島
県
支
部
の
永
山
氏

が
宮
城
地
労
委
労
働
者
側
委
員
の

要
請
書
、
各
自
治
体
決
議
、
福
島

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
カ
ン
パ
等

の
取
り
組
み
の
報
告
を
行
っ
た
。

（
郡
工

橋
本
通
信
員
）
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同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
定
期
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
７
月
会
議

は
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
関
係
・
郡

総
車
セ
の
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ

の
問
題
・
福
島
変
電
所
の
感
電
事

故
・保
線
関
係
連
続
事
故
問
題
で

の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
保
線
関
係
の
問
題
に

絞
っ
て
報
告
と
す
る
（
福
島
工
務

４
分
会
交
流
会
の
報
告
）。

○
保
技
セ
が
伐
採
！

６
月
２
４
日
、
東
北
本
線
・
松
川

～
金
谷
川
上
り
線
に
お
い
て
竹
の

伐
採
を
行
っ
た
と
こ
ろ
架
線
に
支

障
し
列
車
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。

問
題
点
と
し
て

①
伐
採
・除
草
は
本
来
直
轄
作
業

で
は
な
い
（保
技
セ
に
伐
採
要
員
は

い
な
い
）。

②
直
轄
作
業
は
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
草
刈
機
等
の
器
具
を
購
入
し

て
い
る
（
メ
ン
テ
合
理
化
の
団
交
で

取
り
決
め
た
内
容
と
違
う
）。

③
草
が
生
え
、
竹
が
伸
び
て
列
車

に
支
障
す
る
の
は
毎
年
の
事
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
社
は
具
体

的
な
対
策
を
取
っ
て
い
な
い
（総
合

巡
視
で
要
注
意
箇
所
と
し
て
報
告

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
除
草
・

伐
採
対
策
が
出
来
て
い
な
い
）。

○
除
草
・
伐
採
は
新
幹
線

を
含
む
全
線
区
の
問
題

若
松
保
技
セ
管
内
の
只
見
線
で

は
踏
切
付
近
の
草
で
列
車
の
確
認

が
出
来
な
い
と
住
民
か
ら
駅
に
苦

情
が
あ
っ
た
。

ま
た
同
線
で
の
試
験
車
の
走
行

結
果
と
し
て
草
に
よ
る
異
常
デ
ー

タ
（
軌
間
狂
い
の
基
準
値
を
超
え

る
箇
所
が
５
０
０
箇
所
以
上
）が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
報
告
を

受
け
、
討
論
の
結
果
、
以
下
に
つ
い

て
取
組
む
事
を
決
定
し
た
。

①
会
社
に
１
８
年
度
の
除
草
実
績

を
明
ら
か
に
さ
せ
る
。

②
住
民
・
乗
務
員
等
か
ら
の
苦
情

等
の
内
容
と
件
数
を
明
ら
か
に
さ

せ
る
。

③
除
草
（
伐
採
）
に
つ
い
て
会
社
の

考
え
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
。

○
直
轄
・
外
注
区
分
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る

郡
山
保
技
セ
で
は
直
轄
・
外
注

区
分
が
乱
れ
、
直
轄
は
何
で
も
や

れ
る
、
や
る
と
な
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
緊
急
性
に
名
を
借
り
た
、

ボ
ン
ド
作
業
、
む
ら
直
し
、
軌
間
直

し
、
分
岐
む
ら
直
し
、
除
草
線
閉

監
督
・
保
守
用
車
監
督
、
保
守
用

車
運
転
手
を
直
轄
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
福
島
保
技
セ
で
は
フ
ロ
ー
削

正
、
ボ
ン
ド
作
業
、
除
草
、
む
ら
直

し
、
保
守
用
車
責
任
者
等
を
直
轄

で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
Ｐ

会
社
に
要
員
が
い
な
い
、
受
注
能

力
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

会
社
は
直
外
区
分
の
境
界
点
は

す
べ
て
決
め
て
い
な
い
と
し
て
い
る

が
、
直
外
区
分
は
細
か
く
決
め
て

き
た
。
実
態
を
更
に
調
査
し
、
再

度
問
題
提
起
を
し
て
い
く
。

（福
島

真
屋
通
信
員
）

と
き十

一
月
十
日
（
土
）
十
一
時

と
こ
ろ

桜
田
門
外
「
時
計
台
」
前
集
合

参
加
申
し
込
み
は
地
本
ま
で
！

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」
と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


